
令和６年度第３回教育委員会定例会会議録
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令和６年度  第３回教育委員会定例会 
 

日時、場所及び出席者 

日時及び場所           出    席    者 

 

令和６年６月10日（月） 

             

午後１時５７分 

     ↓ 

午後４時４７分 

 

第２研修室                                            

 

教  育  長  坂 元  裕 人 

 

教育委員  田 原  正 人 

 

教育委員  葛 迫 幸 平 

 

教育委員  田之上 厚美 

 

教育委員   福 里 由 加 

 

教育総務課長 草 野 浩 一 

             

学校教育課長 川 﨑 史 明 

 

社会教育課長 大 山   昭 

        

 

会 議 要 旨 
１  開 会 

定刻前ではあるが、定足数に達しており、令和６年度第３回教育委員会定例会を開会

した。 

議案第11号については、非公開で審議する旨、教育長から発議があり、全会一致で議

決された。 

 

２  令和６年度第２回定例会会議録の承認について 

令和６年度第２回教育委員会定例会の会議録について、承認する旨、教育長から発議

があり、全会一致で議決された。 

 

３  議 事 

報告第 20 号 

報告第 21 号 

議案第 11 号 

垂水市立学校給食センター運営審議会委員の委嘱について 

垂水市社会教育委員の委嘱について 

垂水市立学校給食センター調理・配送業務委託プロポーザル審査委員

会委員の委嘱について 

 

４ その他 

⑴ 「教育委員会の事務の点検・評価について」令和５年度の重点施策の推進状況の自

己点検について（報告） 

 

⑵ 学校施設について 
 

５ 委員並びに教育長及び課長報告 

 

 

６ 閉 会 
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議 決 事 項 

  件   名 提案等理由  審議の状況 採決の次第 

 

報告第 20 号 

垂水市立学校給食

センター運営審議会

委員の委嘱について 

 

 

 

報告第 21 号 

 垂水市社会教育委

員の委嘱について 

 

 

 

 

議案第 11 号 

 垂水市立学校給食

センター調理・配送業

務委託プロポーザル

審査委員会委員の委

嘱について 

 

 

垂水市立学校給食センター運

営審議会委員の委嘱について、

教育長の臨時代理により行った

ことを報告するものである。 

 

 

 

垂水市社会教育委員条例第１

条及び第２条の規定する委員に

ついて、教育長の臨時代理によ

り行ったことを報告するもので

ある。 

 

 

垂水市立学校給食センター調

理・配送業務委託について、令

和６年８月１日から令和９年７

月 31 日までの履行期間を契約

とする新たな委託事業者を公募

型プロポーザル方式で選定する

に当たり、新たに委員を委嘱し

ようとするものである。 

 

 

特記事項なし 

 

 

 

 

 

 

特記事項なし 

 

 

 

 

 

 

特記事項なし 

 

 

 

承認 

 

 

 

 

 

 

承認 

 

 

 

 

 

 

原案可決 
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議 事 内 容 等 

 

３ 議 事 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

社会教育課長 

 

 

 

 

 

教育総務課長 

 

 

４ その他 

 

 

教育総務課長 

学校教育課長 

社会教育課長 

 

田原委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告第 20 号 

垂水市立学校給食センター運営審議会委員の委嘱について 

（資料に沿って説明） 

 

 

報告第 21 号 

垂水市社会教育委員の委嘱について 

（資料に沿って説明） 

 

 

議案第11号 

垂水市立学校給食センター調理・配送業務委託プロポーザル審査委員会

委員の委嘱について 

（非公開）（原案可決） 

 

 

 

「教育委員会の事務の点検・評価について」令和５年度の重点施策推進

状況の各課の自己点検について（報告） 

（資料に沿って説明） 

 

 

 

垂水高校の振興支援の取組については、資料のとおり成果が出てきてい

ると考えるが、市民など一般の方にはまだ十分に伝わっていないところが

あるのではないかと思っている。これらの活躍はしっかり周知を図ってほ

しいと思います。 

また、この前、教育委員会学校訪問で垂水中央中学校を訪問して分かっ

たことの中で、ＰＴＡ主催で保護者が垂水高校の視察を実施している話が

ありましたので、これもいいことだと思いました。 

最初から垂水高校を目指している子どももいるでしょうから、その保護

者が実際に高校をみることはいいことで、「そういう取組もやっています」

というあたりを広報してほしいと思います。あまり知られていない取組に

ついては特にお願いしたいと思います。 

 

確かになかなか伝わっていない。市の広報誌や学校だよりもたまに自治

会の回覧で目にしたりします。ただ、みんなが見るか、そして見て記憶に

残るか、そんな気がします。 

しかし、本当にいろいろと取り組んでおり、また、結果を出しているの

で、やはり、事あるごとに、そういう関連の会があったときに、宣伝して

くれれば一人から次にと、拡がっていけばいいと思います。 

昨年、内閣府のコンテストで九州大会まで行ったときに、経済同友クラ

ブで内容を発表したこともありました。ああいう経営者の方々に取組を知
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田原委員 

 

 

教育長 

 

 

 

 

葛迫委員 

 

 

教育総務課長 

 

 

葛迫委員 

 

 

 

 

福里委員 

 

 

学校教育課長 

 

福里委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

らせることができて、それは一つ、また拡がりという点ではないかと思い

ます。 

また、「全国高校生冷凍めん料理コンクール」で最優秀賞、これは新聞に

出ていました。 

 

あと、海潟のかんぱち祭りですけれども、あれもいいですね。ニュース

でも取り上げられて、やっぱり効果がありますね。 

 

以前、フィッシュガールという名前で活動をしていましたけれども、四

国の学校が商標登録をしていたこともあり使えなくなったことから、今回、

「フィッシャリィーガール」と名前でかんぱち祭りに出ていました。こう

してみると垂水高校の生徒も先生方も頑張っています。 

 

先ほどの垂水高校生活デザイン科の３年生による「全国高校生冷凍めん

料理コンクール」で最優秀賞、商品化の考えはないのですか。 

 

学校側からはそのような話は伺っていないところです。そのようなご意

見があったことは機会をみてお伝えしたいと思います。 

 

どこかが商品化していましたよね。コンビニとかとタッグを組んでやっ

ていくと名前が出てもっと周知されると思います。 

 

 

 

確かな学力の定着のところで、自由進度学習の話がありましたが、小学

校も取り組んでいるのですか。 

 

今、取り組み始めている学校があります。 

 

中学校の授業参観のときに、数学の授業がそれだっていうことで、見せ

ていただいたのですけど、しっかりしている子はいいのかもしれないので

すが、何となく「大丈夫なのかな」と感じました。 

今流行りだというのはわかっていますが、何ていいますか、前にあった

授業参観では、ちゃんとやらないと、１時間あっという間にすぎ、しない

人は、しないという点が目につき、先生がそこまで追求しないというか、

個人に任せているみたいな感じがしました。 

今回も「ただ座っているだけで、大丈夫ですか」という子がいて、「すご

い差がついてこないのかな」ということを感じました。 

しかし、友達同士で教え合ったりとか、ノートとか、タブレットとか、

いろいろ自由に選べるのですけど、子どもがしっかりとしていないと、ち

ょっとその悪い面が出てこないのかなというのがあったりします。まして

は、小学生となると。 

私たちの時代にはなかったことなので、そういう問題点みたいなものは

ないのかなと感じました。 

 

この前の中学校市教委訪問のときにも、同じように、数学の授業で自由
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教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進度の学習だといって行っていましたけど、教育委員会としては、あれは

自由進度学習ではなく、自由選択学習と思っています。 

１時間の授業の中で、どのプリントをするかというだけの話ですので、

自由に進度を子どもが選択して、友達と教えながら進んでいる学習ではな

いというのが教育委員会としての考え方です。 

だから、多分自由進度学習については、まだまだで、言葉が独り歩きし

てしまって、それぞれの先生が、それぞれの思いで、今チャレンジをしは

じめているだけかなと思っています。 

今度、垂水小学校で 4 年生が自由進度学習で研究公開を行うのですが、

これは私たちがイメージしているものに近い形の自由進度学習です。 

自由進度学習は下手にしてしまうと、結局先生の見取りができないまま

子ども達がどこまで学習が進んでいるのか把握できないところが一番課題

としてあります。 

それに対して、今度の授業の場合には、1コマに 10 時間ぐらいの単元を

3つのセクションに最初から分けています。 

そして、この 1 セクションの中での進度については、子ども達がいろん

な進度のやり方を、自分でチョイスしていきますけれども、一応そこが関

所になっています。 

ここのところで一旦、多分先生がすべての子ども達の学びを見取るのだ

と思います。 

そして、次のセクションに行ってもいいのかどうかというのを判断して

送るという形を多分取ると思います。 

学習指導案を見るとそういう形でしたので、それぐらい先生がやっぱり

意図的に、子ども達の学びを見取っていかないと、自由進度学習は遊ぶ子

がやっぱり出てきてしまう。それから、何もせず、ぼーっとして時間が過

ぎてしまうという子は出てくると思います。 

 

今委員から出たことは当然のことながら、今、学校教育課長から見取る

という言葉がでましたけれど、分かりやすくいうと評価です。 

きちんと評価をして、そして足りないところはきちっとまたそこを補っ

てあげないことには差が拡がっていくわけです。 

だから、関所という言葉がでましたが、やはりきちっと自由時間の学習

の中で、形成的評価という言い方をしますけれども、どこまでできている

かというところの見取りをして、そこを補っていかないと、次のステップ

にいけないわけです。それでないと学びじゃないですよね。 

一つのセクションの中の過程での差はあっていいと思います。あっても

いいのですけれども、必ずここで一旦、評価をしてあげる。きちっと、大

丈夫かっていうことも含めて、次のセクションへ進んでいくと、最終的に

は 1 単元でどんな力がついたかということを、子どもも、教師も、しっか

りと認知できる、「メタ認知」とかいいますが、そういうふうな学習だろう

と私は思っています。そうすると、この自由進度学習は生きてくる。 

だから、中学校は学校教育課長がおっしゃったとおり、選択になってし

まっているのでしょうね。 

やっぱり、この自由進度の持っていき方に気をつけないと、ますます差

を拡げていくということになります 
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福里委員 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

田之上委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「友達や誰かに教えてもらったからよくわかった」とかいうのはよく言

うですが、授業を見ていて「大丈夫なのかな」というのは、素朴に思って

しまいました。 

そんなにして、ちゃんとチェックするところがあれば、何の問題もない

ですね。 

 

今、変わっていく途中だと思いますので、今回の垂水小学校の研究公開

の授業というのが提案になっていくのかなという気がします。 

 

 

 

社会教育課は、随分すっきりした感じがすごくしています。 

コロナ禍があっての徐々に回復する方向へ向かいつつ、名称についての

話が先ほどから出ていますが、市民スポーツフェスティバルにしてもそう

ですけれども、名称が変わったりとか、中身が変わったりとか、それがや

っぱり市民に周知されないと、「なんか、市民体育祭なくなったよね」で終

わってしまう。例えば、レクリエーション大会、あれだと、「行きたいけど

自分たちは参加できないよね」とか、やっぱり周知をしていかなければい

けないと思ったりします。 

 

参加者の集約は、地区公民館で振興会とか、子ども会とか、いろんなと

ころから募ってチームを選出しているのが現状みたいです。 

コロナ禍の中で、やっぱり問題点があったのが、人を集めるのがなかな

か難しいというのが一番でした。 

だから、コロナ禍で規模を縮小した中では、やっぱりそういった地区や

子ども達に「何人出なさい」ということではなくて、参加できる人数でグ

ラウンドゴルフ大会しようかというのが名称変更のきっかけだったみたい

です。 

グラウンドゴルフ大会だったら結構出る人がいたのですが、コロナ禍で

人数制限があるなど、いろいろあった中で、昨年、「振興会単位で出すのは

どうなのでしょうか」という話が地区公民館協議会で出ました。 

その前までは振興会と話をしていましたが、「地区公民館でまとめてした

方がいいのではないか」というような意見が、去年、一昨年からあり、「振

興会単位の参加でなくても、振興会の枠を飛び越えて参加できるようにし

たらどうだろうか」というような意見があり、レクリエーションも含めて、

今度の市民スポーツフェスティバルからやってみようかということになり

ました。 

種目については、まず、公民館単位で「これまでの運動会がいいのか」、

「レクリエーションがいいのか」、「グランドゴルフがいいのか」のアンケ

ートをとったところ、「やはりもう運動会になれば、やっぱり競争意識が高

くなるから、選手が集められなくてちょっと厳しいよ」というのが皆さん

のほとんどの意見でした。 

残りの「グラウンドゴルフ」、「レクリエーション」の両方については多

かった中で、「やっぱり、垂水市は高齢者が多いからグラウンドゴルフが一

番活発である」という意見や「振興会も各地区の中で出るのですけれど、

振興会をまたいで出る人もいいのではないか」という意見が出て、いわゆ
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教育長 

 

 

 

 

 

 

福里委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る、その各地区の代表の方が申請していけばいいのではないかということ

で、いわゆる「友達での参加もいい」ということでやってみようかという

ことが去年の話し合いでした。 

また、今年改めてその話を最初にしたときには、「今の状況では、グラウ

ンドゴルフが一番よかったよね」ということで今のところなっております。 

ただ、課題として参加者の多くが高齢者の方だけだったりしたものです

から、昨年ご意見をいただいた中で、協和から子ども達が子ども会で出て

いたということもあり、「子ども会もいれた方がいいよね」ということで、

我々の方からの子ども会とＰＴＡにも声をかけて、親子でもいいですから、

とにかく地区公民館の方に、チームを作って参加させるという形でする予

定としております。 

併せて、まだ確定ではないのでが、毎年 12 月に行っている子ども会の綱

引き大会も一緒にできないかということで今動いております。 

最終的には 10 月は、「スポーツフェスタ」という名称になっていること

から、たるみずスポーツランドではグラウンドゴルフ大会を、体育館では

綱引き大会をと考えており、参加者については、中央地区は人数が多いこ

とから、人数は地区に任そうと思っています。 

また、牛根地区や境地区は、たるみずスポーツランドからは遠くなるの

で、どちらも参加しないのではなくて、参加できるほうに参加してくださ

いとお願いすることで計画しているところです。 

なお、フェスティバルですので、午前中は大会として、午後からはもう

自由に施設を提供することで、現在スポーツ推進委員と公民館連絡協議会

に話をして了解をもらっているところです。 

そのため、田之上委員が言われたみたいに、周知をきちんとしようとい

うことも出ておりますので、きちんとやっていきたいと思います。 

 

前の大会の名称、ここも丁寧に記載しないといけないですね。旧何々が

新しくこれになりますというようなことですね。 

そのスポーツフェスタというのは、いわゆる市の体育館も、たるスポも

１日開放するということで、午前中はそういう大会をして、午後からは無

料で、どうぞ好きにも使ってくださいということで、10 月もまだ暑いです

から、市の体育館はエアコンがきくからいいですよね。 

 

暑いですよね。 

綱引き大会の参加は、いつも中央地区以外の学校だけです。 

中央地区は、振興会でというか育成会に任せていて、なかなか参加がな

いです。それこそ協和地区と新城地区と柊原地区からの参加です。 

だから、例えば学校単位で、５・６年生で、１チーム出してくださいと

かすれば、子どもは喜ぶと思います。みんなで力を合わせて、何かを頑張

るみたいなのはどうなのでしょうか。 

先生がそこについていてくれたらいいなと思いますが、休みの日だから、

休日出勤とかがあるのですかね。そこがあるかもしれないですけど、垂水

市全体で何か起こす行事は、昔は市民全体ですごく盛り上がっていた。 

校区が盛り上がるすごい一大イベントだったのに、それがなくなってし

まって残念です。 

確かに、人口が減っている地区では人を集めるのは大変だと思うのです
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社会教育課長 

 

葛迫委員 

 

 

福里委員 

 

教育長 

 

 

 

 

教育総務課長 

 

教育長 

 

福里委員 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

が、みんなで何かこう、幼稚園とか、保育園とかも入れて、垂水市全体で

すればいいのにと思っています。 

垂水小学校は、そういう機会には恵まれないというか、親が連れていく

となるとなかなかで、柊原地区や新城地区などは一生懸命で、熱心なので

先生たちもきます。 

休日出勤といわれれば、もうそこまでなのですけど、なにか、もうちょ

っとやり方があるのではないか。 

やっぱり子どもが来れば親も来るので、垂水小学校の校長先生はいろん

なものに顔を出してくださって、出さなくてもいいのも出してくださって

いる。こないといけない行事じゃないのにもよくこられてたりとかしてい

ています。それこそ肝属陸上に校長先生が応援に来られたことは、初めて

でした。出場させたかったのかもしれないです。強制にしたら難しいです

よね、なかなかなのですかね。 

しかし、もう今おっしゃったようにまとまるいい機会でもあるので、や

っぱりそういう競争って子どもは喜びますよ。綱引きは本当に盛り上がり

ます。ただ、綱引きとなると、学年の差が出てしまうので、玉入れなど何

か簡単なもの、例えばニュースポーツとかでもいいですね。 

 

綱引き大会は逆に外国人も盛り上がっています。 

 

小学校、中学校は、クラスごとに出たらいいのではないか。学級対抗み

たいな、それこそ陸上競技大会はあるけど。 

 

収拾がつかなくなるのですかね。 

 

今年度までこのままやりましょう。 

 

 

 

学校施設について 

（口頭説明） 

 

先月の話は、この２つの話でしたかね。 

 

排水ができないから、プールの水面にいろんなものが浮いている的な話

を聞きました。 

 

田園地帯の学校のプールの場合には、カエルがよく卵を産んだりするの

で、体育主任が毎朝来て、子ども達が入る前に必ず周りをみて、中を見て、

汚れていたら全部、まず、掃除をします。 

それから、プールにはカルキが入っているのですけれども、毎朝測って、

毎日これだけの数入れるとか、短めの休み時間とか、途中で測って、追加

をするとかで、学校は水質管理をきちっとやっているはずですが、そこ通

らなかったですかね。 

 

たまたまそういう状況を目にしたのか、常日頃からそういう状況があれ
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５ 委員並び

に教育長及

び課長報告 

 

田原委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ば、学校は放置しないですよね、幾らなんでも。 

今度、学校訪問がありますから、プールまで行きましょう。 

 

 

 

 

委員並びに教育長及び課長報告に入る。 

 

 

５月17日、鹿児島市であった市町村教育委員会連絡協議会総会でした。

教育長も行かれ、私たちも４名参加をしました。 

原之園会長からの挨拶が非常にユニークで面白く、印象に残っておりま

す。ある会合で主催者が立派な挨拶をされた。感心していたら、その方が

最後に生成ＡＩで作成したものだと言われた。途端にみんながしらけたそ

うです。しかし、これからは、こんなことが当たり前になる世の中になり

そうだと。少なくとも、利用者がしっかり手を加えて、本人の文章に近い

ものとして欲しいなというふうに思いました。 

また、講演の中でありましたが、第４期県教育振興計画の作成について、

子どもや若者、子育て世代などに広くアンケートをとって、意見聴取をし

て作成しているということで、参考になったなと思うことでした。 

それから５月19日、日曜日、垂水市の生涯学習オープニングフェア、天

気が良くて、参加者も大変多いでした。 

今年は、全講座の活動の様子を映像で紹介されていて講座の様子がよく

わかって、よかったと思いました。 

また、受講生代表の挨拶が最高によかったと思います。コロナ禍に札幌

から移住された女性が、垂水市役所の対応のよさや友達を作るために、ヨ

ガ講座に申し込み、３年目になり、すっかりヨガの魅力にはまっているこ

と。多くの友達ができて、本市での生活を夫婦で楽しんでおられることな

どを話されて、聞いている私達までうれしくなり、いい話でした。こんな

過疎の市を選ぶというのはすごいですね、立派だと思いました。 

５月20日、月曜日、学校訪問で、松ケ崎小と協和小でした。松ケ崎小は

現在３学級の8名。８年度から２学級の６名になりそうということで、ごく

小規模ながら、非常に研究熱心な先生方と、その指導を素直に吸収する児

童たちの努力で、確かな学力を身につけているのだなということがわかり

ました。 

子ども達のタブレットの活用能力が高く、遠隔合同授業や反転学習など

日常的に実施されていた。また、２人の学級では、能力差が大きい児童の

場合は、子どもの主体性を生かす指導というのは難しいなと、先生もちょ

っと、てこずっていらっしゃいましたが、難しいなというのを思いました。 

協和小では、すべての先生がすべての領域で、養護の先生もそうでした

が、すべての領域でＩＣＴを十分に活用して、そのよさを生かしていると

いうのがよくわかりました。子ども達の活用能力も高く、自在に使いこな

していた。先生方はＩＣＴを効果的に使い、５年生も算数の学習では、家

庭での学習はタブレットで考えてこさせて、発表者には黒板で問題を解か

せて、先生の解説も黒板で行い、児童もノートに問題を解いていました。 

この辺は、ノートのよさとタブレットのよさというか、それぞれのよさ
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葛迫委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を十分に生かした授業だったなということで、さすがだなと思いました。 

６月５日、垂水中央中の学校訪問でしたが、先生方と生徒との人間関係

が大変よくて、どの授業も規律正しく、先生方の指示がよく通って、スム

ーズな授業が展開されておりました。特にグループでの話し合いの活動に

慣れていて、話し合いながら、タブレットにまとめていくなど、ＩＣＴの

活用も効果的であったと思います。 

全体的に、静かでおとなしい感じの授業が多かったので、後でも言いま

したけれども、家庭学習で次時の学習内容を予習してきて、授業で勉強し

てきた内容を出し合ったり、議論し合ったりして、学びを深めていくよう

な反転学習を取り入れたら、先生方も生徒ももっと充実した授業になるの

ではないかということも考えました。 

 

 

田原委員と同じ内容になってしまいますが、５月17日、金曜日でした。

県の市町村教育委員会連絡協議会の定期総会、鹿児島市民福祉プラザの５

階で開催されました。 

やっぱり、冒頭、会長である市の教育委員会の原之園教育長の挨拶の中

でのコメントでしたけれども「授業の中で、マッチを見たことがない子ど

も達がいたことに驚いた。家はオール電化だからと女性の声でした。火打

石からマッチ、そしてマッチからライター、そして電気へ、と火を熾す道

具が移り変わっていく。このように文化や社会はどんどん変わっていく。

そして新しい文化が生まれていくと感じた」と話されていました。 

新しい道具や新しい言葉が、日々生まれていく現代社会ですけども、私

たち大人は、その道具や言葉などをいち早く取り込みながら、新しい文化

として、それを創生し、次の時代へ繋げていかなければならない義務が必

要であると感じたこの日の総会でした。 

19日日曜日は、生涯学習フェアに私は講師として参加しました。 

20日の月曜日、松ケ崎小と協和小の学校訪問、松ケ崎小は児童数８名の

ごく小規模校ですが、ＩＣＴ機器を効果的に使うことで、他校との遠隔授

業によって深い学びができていることが感じ取られました。また、教師と

児童との近い距離感を感じた学校訪問でした。 

協和小学校では、５年生７人、６年生５人の12名の複式のクラスの授業

を拝見したときに、教室の大きさに比べて、子ども達の動く範囲が広く、

教室が狭いなというふうに感じました。今の子ども達は、昔の子供たちと

違って体も大きく成長しています。そして教材もどんどん増えています。

何か対策を考えて欲しいなと思ったところです。 

21日の月曜日は、水之上小学校の職員研修に、絵画指導法について研修

を行いました。 

６月５日、水曜日、垂水中央中学校の学校訪問。校門をくぐり抜けて玄

関に入って、静寂した空気のもとで、整然とした靴箱に生徒たちの靴が並

んでいる。その光景を見ると、体が引き締まる思いでした。学ぶ力が湧い

てくるようです。不登校やいじめ問題があるようには感じません。もしあ

るとすれば、このことを感じない人たちがいるということだと思います。 

心を豊かにした健全なる育成、そして、人間形成のために、相手を思い

やる気持ちや知的好奇心といった目的を持つ情操教育がもっと必要になっ

て来ているのかなと感じたところでした。 
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田之上委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水之上小学校の職員研修は、先生方の反応とかいかがでしたか。 

 

なかなか子ども達に絵を描かすことがやっぱり大変です。みんなそうな

のですけれども、どの授業もそうなのですけれども、子ども達が興味を持

たないことには、なかなか子ども達は「絵を描かない」、「勉強もしない」。 

その興味を持たすことが一番難しいのかなと思って「どうですか」と先

生に聞きたところ、「そうですね、やっぱりなかなか絵を描きません。」

とのことでしたので、こう言いました「大人も絵を描きませんから、絵を

描くことはなかなかだけども、手を動かしてさえすれば、仕上がっていく。

何となく見ていください」と言ったのですが、絵は描くよりもスケッチ大

会っていうのはもう遊ぶものだといつも思っています。スケッチ大会のと

きは、だから遊ばしていいですよと。そして、外に出ることが楽しかった

ですね。でも、今の子ども達は外に出ない。今のスケッチ大会は、タブレ

ットで写真を撮って、それを加工して、どういうふうに切り取ろうかとか、

そういうことから始まっているから、なかなか描かないよなという感じは

しました。 

だから、先ほど話が出ていました「自分でこうする、自由進度学習」と

一緒だと思いました。だから、描くことを求めるよりも、自分からしたい

と思うとき、それを待つことの方がいいのかなと思ったところでした。 

だから、先生たちにも一緒に描いていけば、描くのですけども、自分も

子ども達の教室をしているときに子ども達ばかり並べると、絶対描かない

ので、どうしたらいいのかなと思って、今度は大人をつけると絶対描くよ

なと思って、それか、子どもと子供を離す。絶対机を一緒に並べたら話し

込んでしまうから、勉強もだけど、絵も描かないから１回そうしたらどう

ですかということをいいました。 

ただ、絵を描かすこと、勉強をさせることは先生たち大変だなと思いま

した。 

ただ、中央中の学校訪問のときに絵を見て「やっぱり、うまいな」と思

っています。だから、勉強も上手になっているけど、絵を描くこともやっ

ぱり上手になっている。ただ、絵を見たときに感情がわかない。全部同じ

ように描いているものだから一人ひとり個性がないものだから、そういう

のがちょっとやっぱり必要だなと思いました。 

 

 

私の方も重なる部分が多いですが、学校訪問についての感想を報告した

いと思います。 

松ケ崎小学校です。小規模校ながら、いつも綺麗に整っていて気持ちの

いい学校だなあと思います。先生方、全員が子供たち一人ひとりを把握さ

れていて、大切に育てられているなと思いました。 

授業の様子でも、これまでの授業にさらに工夫が見られて、これからま

すます全員が積極的に授業に臨めるようになって欲しいところです。 

また、地域の高齢化が懸念されるところではありますが、学校と地域が

密に連携して、お互いが活性化していける学校になっていって欲しいなと

思ったところでした。 

協和小学校ですが、準備していただいた資料１ページに今年もニコニコ
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教育長 

 

 

 

 

福里委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

元気な先生方の写真があって、協和小学校の雰囲気のよさ、子ども達との

いい関係性が感じられました。 

学力面でも、各テストの考察がしっかりされており、今後の伸びに期待

したいところです。 

生徒指導の推進においても「学校楽しいーと」の活用や寄り添う教育、

ボランティア活動、数々の体験活動を通して、心の教育にも進められてい

るとのことでした。 

少し児童数も多い複式校なので先生方は本当に大変だと思いますけれど

も、子ども達はとても元気が良くて、声もよく出ているなと思いました。 

中学校ですが、１年生もすっかり中学生らしくなり、落ち着いた雰囲気

の中で学校生活を送っているように感じました。授業の様子を参観させて

いただき、生徒と先生方との関係の良好なように感じました。授業中のや

りとりも積極的に行われているようでした。 

技術の分野の授業では、講師の方とＺｏｏｍでオンライン授業を取り入

れたり、タブレットの活用や各ＩＣＴ機器の使い方が日常的になりつつあ

るなということを感じました。 

さらに今日の午前中は、中学校で学校運営協議会に出席しました。グラ

ンドデザインについて、校長先生が地域の委員の方々に熱く語られました。 

皆さんも学校の思いというのをわかっていただけたのではないかなと思

ったところでした。 

授業も少し見せていただいたのですが、理科の授業では、子どもによっ

て違うのですけれども、タブレットだけをテーブルの上に出して、もう授

業聞いている子もいて、ＧＩＧＡが始まったころに教育長先生が、文房具

としてのタブレットの話をされていたなというのを思い出したところでし

た。子供たちの使い方はそんなふうになりつつあるのだなと思ったところ

でした。 

あと、コミュニティスクールですが、学校教育課長より詳しく説明があ

って、理論上はすごくよくわかるのですけれども、実際のところ、本当に

「何を」「どのように」していけば、私たちもいいのかなという、まだ手

探り、多分学校も手探りの状態なのだろうなというのは、改めて感じた時

間でした。 

 

学校訪問を中心に、学校運営協議会まで報告していただきました。 

それぞれの学校のよさに視点を当てていただいているのは、本当に学校

にとっては元気が出てきます。 

 

 

私はかぶらないように。中学校では５月の下旬に職場体験学習がありま

した。例年、幼稚園でも受け入れをしており、今年度は、４名幼稚園に来

てくれました。 

全員卒園生で、私もすごくうれしかったです。 

あと、４人が４人とも幼稚園の給食が食べたいと言っていました。小さ

な子への声掛けは大丈夫なのかなと思っていたのですが、すごく上手に声

をかけていて、意外な面が見えました。 

なんかそれで幼稚園の先生なりたいとまで言い出して、もちろん息子だ

けでなく、市役所の環境センターに行った子たちにも友達がいましたが、
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教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そこは市役所の総務課の担当の方がが、「公務員はこうあるべき」みたい

な、公務員の仕事について話をしてくださったみたいです。 

そこは担当者がすごく上手に話をされたのだと思うのですが、そのうち

の１人が今までは全く言っていなかった「公務員になりたい」と言ってい

たようです。 

あと１人の子は卒園生なのですけど、垂水温泉クリニックの介護施設の

職場体験に行ったら、１日目にどら焼きを作って帰ってきて、みんなで食

べていました。２日目は入浴介助後の着替えの手伝いだったようで、これ

まで介護には全く興味がなかったけど、「すごいやりがいを感じた」と言

っていたと、だから、職場体験ってすごい役にたっているというかその子

どもの未来に役に立つじゃないけど、いろんな目を向けるいい機会になっ

ている、とても意味のある体験なのだと感じました。 

５月の下旬だったと思いますが、高校の説明会が中学校でありました。

正確には覚えてないのですが、全部で10校ぐらいでした。保護者も参加可

能で、私は仕事があったため、午前中だけ参加しました。 

２日間に分かれてあったのですが、その中で、高校の先生から「勉強を

しないと入れません」という言葉がありました。 

後で、中学校の運営委員会のときに、そのときの話を聞いて「スイッチ

が入った子が多かった」、「勉強をしないと駄目だと思った子が多かった」

と先生から聞きました。 

やはり話をする先生の言葉で全く変わって、「ここを目指そうかな」と

か、「やっぱりやめよう」とか思ったみたいです。 

今からオープンスクールがあると思います。行く予定ですけれど、いろ

いろな学校を見ながら、決めていけたらいいなと思うところでした。 

 

前段の話の職場体験はいいですね。もうそのとおりだと思います。子ど

も達は職場に入ってみて、気づかされること、「あー自分の中にこういう

気持ちがあったのだ」というようなことも含めてですね。 

だからいいのでしょうね、いろんな体験を通して、将来の自分を考える、

見つめ直す、そのことは社会貢献とか、やりがいとか、そっちに繋がって

いけば、その体験の意義が深いです。 

 

 

では私の方からは、６月１日に行われました２つの教育委員会のイベン

トを紹介いたします。 

まず、ＩＣＴのジュニアリーダー育成講座の開講式を行いました。今年

度の目玉事業ということで学校教育課長が計画を立てて、そして今村さん

と大坪さんが形にして始めたもので、いうとＧＩＧＡスクールのリーダー

の育成、そういうこともねらっていますし、先ほど来、出ています学びの

リーダー育成、こちらにも広げられたらなという私の思いもあります。 

募集定員は15名だったのですけれども、11名の申し込みがありました。

ただ、きている子ども達はやはり興味関心の高い子で、目を輝かせて、

そしてどんな講座の中身なのだろうと期待感をもっていました。 

中身で申し込んでくれたことには、褒めてあげることでございました。

中身としては、メタバース体験、今よく言われています仮想空間を体験す

るという講座だったり、あとプログラミング体験ですね、これもございま
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すし、これには鹿児島高専も絡んできます。 

ですので、よりレベルの高い学びができるのかなと思っていますし、最

終的にはプレゼンテーションをつくりながら、垂水の魅力とか、よさを発

信し、最終回は発表会ということで、閉じるというような内容になってい

ます。 

そのあと30分ずらして、垂水おもてなし隊の結団式を行いました。こち

らも私が挨拶をさせてもらい結団式が行われた後、南大隅町の南蛮フラッ

グの演武を見てもらいました。そのあと、団員の交流をしてという流れだ

ったのですけれども、実は南大隅町の南蛮フラッグとうちのおもてなし隊

は同じような趣旨でつくられた組織なのだというのがわかり、なお、身近

に感じたところでございます。 

南大隅町の南蛮フラッグはご覧になられたことがあるでしょうか。昨年

の市の文化祭で実は発表したところです。文化協会の会長の肝いりでお招

きして演舞をしていただきました。 

小学生、中学生、高校生からなる子ども達が、南大隅町のよさをもっと

もっと自分たち自身も知って、発信していこうという取組なのですよね。

それをうちでいうところのおもてなしというような感じです。 

私が感じましたその南蛮フラッグの子ども達は、南蛮ですから、いわゆ

る琉球だとか、中国だとか、あちらの影響を受けているわけで、その踊り

を取り入れて、そして表現していく。これが、ものすごい迫力で、もう圧

倒される。 

そんな子ども達、小学生、中学生、高校生がそこを作り上げるまでに、

やはり強力なリーダーがいます。南蛮フラッグを立ち上げて指導する。リ

ーダーが、いわゆるそういうパフォーマンスに詳しい人を徳之島からだっ

たですかね、直接呼んできて、子ども達と一緒になって踊る。 

何が強烈だったかというと、そのパフォーマンスもさることながら、や

っぱり自分たちの街に自信を持っています。誇りというか、これはすごく

垂水の子ども達にも欲しいなと思ったところでした。 

その踊りを通して、子ども達はもちろん南大隅町の宣伝をするのですけ

れども、実は、そのことは自分自身の表現力を高めていくことに繋がって

いるわけです。 

ですので、いわゆる演舞もさることながら、かけ声だとか、そのあとの

交流会での自信満々たる表現力、そっちの方が私は素晴らしいなと思いま

した。垂水の子ども達もその交流のところで、自分の街あるいは市の自慢

の質問コーナーのところで一番うれしかったのは給食でした。給食がおい

しいと。もちろんカンパチも出ましたし、垂水の子ども達もわかっている

のだと。 

ただ、それをどう表現するか、その部分ではやはり南大隅町の子ども達

の方が堂々としていましました。 

「上の子が下の子を導いていく」という方向性や集団の在り方、そうい

うことがしっかりできているなという感じがしました。 

うちも負けてないです、今年度は31名も参加が出ていますので、その中

で高校生が５名入っています。うれしかったのは、鹿児島聾学校の子も参

加していました。今聾学校の２年生になったのですね。ずいぶん成長して

いました。団員交流でも、自ら質問をしたりとか、自分の考えを言ったり

していました。すごくよかったなと思いました。 
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また、小学３年生以上が多く参加してくれている中で、団長を何と福里

委員のところのお子さんが自らから手を挙げて引き受けてくれて、これは

いいなと思いまして、大きく成長するきっかけになってくれると思います。 

すごくいい結団式、そしてまたいい交流会だったなと思います。 

当初おもてなし隊の活動計画では宿泊交流を宮崎の方面で予定していま

したけれど、隊員の皆さんがこの南大隅町の子を好きになったみたいで、

ひょっとすると、南大隅へ方向が変わるかもしれません。また交流ができ

たらいいなと。向こうも喜んで来てくださいということでした。いい交流

ができて、南大隅町も垂水市も子ども達がどんどん盛り上げてくれると、

南大隅町も本市も元気になるのかなと思うような結団式でした。 

 

 

５月 14 日から６月 10 日までの主な行事等について各課長が報告。 

併せて、６月 11 日から７月５日までの行事予定についてお知らせした。 

 

 

 

 

 


